
■活動発表（14:50～16:00）

日時 ：令和元年９月８日(日) 1３：００～１６：００ （受付１２：３０～）

会場 ：建部町文化センター 小ホール 定員 約100名

○伝統工芸木炭生産技術保存会 久米郡美咲町地内

○備中足守竹取物語 岡山市北区足守地内

○まほろば森づくりの会 岡山市東区中尾地内

現在、岡山県指定名勝となっている近水園（おみずえん・岡山市北区足

守）は、江戸期、藩主木下家の大名庭園でした。当時の全景を指したと思

われる「近水園古図」には、吟風閣の背景である宮地山の中腹に朱の鳥

居・東屋・流れ落ちる滝、それらを巡る路が描かれています。

しかし、明治以降、山裾～中腹部分は放置され、枯竹樹木で荒廃して

いました。平成19年４月より有志で月１回の整備作業を継続し、旧観をよ

みがえらせようと努力しています。

荒廃した里山や放置竹林が問題になっていますが、里山はかつて燃料、

建材等地域の重要な資源でした。そこで、当会では里山及び里山周辺に

自生する野草等を含め、燃料や食材等の資源として活用しています。年

間を通じ、炭焼き、木工、草木染め、きのこ栽培、野草採取等で里山と関

わり、さらにそこに日本の伝統文化である七草粥、餅つき、門松等を加え、

里山の良さを参加者に感じていただければ、と期待しています。

伝統工芸木炭生産技術保存会は、文部科学大臣より選定保存技術の

団体認定を受け、美術工芸品（日本刀、漆器など）の製作に欠かせない

各種木炭及び原材料の生産や研究、伝承者の育成、原料確保のための

調査、植林、資料収集等の活動を行っています。

伝統工芸は、豊かな自然と人々との技によって成り立ってきました。今

回は、岡山県の森林を活用し実施している炭焼きや植栽活動についてご

報告させていただきます。

活動発表会参加者募集

■講演（13:10～14:40） 裏面へ

講師 NPO法人はりま里山研究所理事長

熊谷 哲氏（理学博士・兵庫県立大学名誉教授）

里山の持続的ボランティア活動に必要なことは

参加費無料

展示物：松炭、雑炭

展示物：近水園古図パネル、竹工作（正月飾り）、活動状況写真

展示物：ロケットストーブ、竹炭

令和元年度
おかやま森づくりサポートセンター



 （会場までタクシー5分、徒歩20分）

・参加申込書（申込み締切　８月２８日（水））
必要事項をご記入の上、郵送、FAX又はE-mailにてお送りください。

受　付 12:30～

開　会 13:00

講　演 13:10～

活動発表 14:50～

16:00閉　会

１団体20分

休　憩

ご氏名 所属団体 ご住所

・最寄り駅　JR建部駅　JR福渡駅

　建部町文化センター

　岡山市北区建部町建部上８９９

　・電話番号　086-722-9111

　・駐車場　約130台　

主催者挨拶等

■講演

熊谷 哲（くまがい てつ）氏

略歴
昭和２５年１０月２３日生まれ

大阪大学理学部化学科卒、京都大学大学院理学研究科化学専攻修了、平成10年姫路工業大学（現兵庫県立

大学）環境人間学部教授、平成28年兵庫県立大学退職（現在は名誉教授）

活動の概要
平成18年に大学教員としての定年後を見通した自宅裏の里山整備の10年プロジェクトをたて、荒れ

た里山の購入を行って公務の傍らほぼ単独で整備活動を行う。0.5haの自己所有分に加え隣接地を

管理協定で含め計2.5haの里山活動範囲がある。この取り組みにより地域の子ども達を中心に自然を

学ぶことのできる遊び場が形成され、同時に学生の活動や学習の場としても活用している。この里山

を地域の庭にみたて里山ガーデンと称している。

平成25年４月からは地域の環境を保全し、学び、研究していく拠点として既存のNPOを改組して

「NPO法人はりま里山研究所」とし、同時に住宅地の空民家を私費で購入・リフォームして拠点として

活用。平成27年には専用駐車場も購入して里山活動で訪問される方に提供している。これらの施設を

通して里山保全や人材育成、地球温暖化防止、環境教育・学習支援、花と緑を通したまちづくりや研

究等を進めている。

これらの活動により、平成28年5月、兵庫県功労者表彰を受ける。

★問合せ及び申込先
申込みは郵送、FAX又はE-mailでお願いします。

〒７１０－８５３０ 倉敷市羽島１０８３

備中地区林務団体事務局内おかやま森づくりサポートセンター

TEL・FAX:086-441-8278 E-mail:morisapo@joy.ocn.ne.jp

「里山の持続的ボランティア活動に必要なことは 」

・会場・日程（予定）


